
1-2貝の口プレートで作る　つまみ細工とタッセルの小物入れ

＜用具＞
つまみ細工プレート 丸つまみ〈L〉〈SS〉
ぬい針、はさみ、厚紙、テープ 

＜材料＞
貝の口プレート〈M〉
フレンチリリアンラメ糸〈ゴールド〉
布地（ちりめん）A   38×15cm（貝の口表）
　　（ストライプ）B   38×15cm（貝の口裏）
　　　　　　　  6.5cm角…5枚（つまみ細工SS）
　　（ローン）　C  12cm角…5枚（つまみ細工L）
キルト芯　　　18×26cm　
パールビーズ　8mm　　…　1個
ぬい糸

＜作り方＞
①  使い方説明書を参考に貝の口を作ります。表布は布地A、裏地は布地Bを使います。

※貝の口プレート、つまみ細工プレートの使い方は、製品付属の使い方説明書をご覧ください。

②  丸つまみ〈L〉で5枚花びらのお花を1個作ります。
　  丸つまみ〈SS〉で5枚花びらのお花を1個作ります。

④  Lのお花の上にSSのお花を重ねて縫いとめて中心に
　  パールビーズ8mmを縫いとめて、お花のモチーフが完成です。

⑤  タッセルを作ります。
　  フレンチリリアンラメ糸を1m用意し、吊るし用コードを作ります。
　　（1）2つ折りにした両端をテープで固定し、反対側（輪の方）から撚りをかけます。
　　（2）撚りをかけた（1）の糸をさらに半分に折り、撚りを戻し太いコードを作ります。
　　（3）端を結んで輪にします。
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③  ②で作った丸つまみ〈L〉のお花の
　  裏面から花びらの外周を縫いとめて
　  花びらをつなぎます。

デザイン /梶　成子

（裏面）
隣同士の花びらを　

外周がつながるように　
一カ所ずつ縫いとめます。
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⑥  （1）厚紙にラメ糸を60回巻きます。（A糸）

　  （2）厚紙からはずし、新たに糸1m（B糸）を用意して
　　  　  中央から少しずらして巻いた後、結びます。（☆）

　  （3）両側の輪を切ります。（☆☆）⑤で作った
　　　 （吊るし用コードを（2）の中央に引っ掛けます。

　  （4）吊るし用のコードの結び目は隠して結び、先を切り揃えます。

厚紙

⑦  残していた糸端と結んで、タッセルの束の中に見えないように
　  隠します。先を切り揃えたら完成です。

⑧  貝の口にタッセルを縫い付け、その上につまみ細工のお花を
　  縫い付けたら完成です。

長い方の糸でA糸の束も合わせて
B糸の結び目部分をさらに7～8回
巻き付けてしっかりと結びます。
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